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ナノ粒子ハイドロキシアパタイト被膜による根面齲蝕予防法の開発と象牙質耐酸性の向上 
【論文概要】 

高齢者で増加傾向にある根面齲蝕は自覚症状がなく、歯根全体を取り囲むように齲蝕が進行

するため、治療が困難で予防が重要となる。根面齲蝕の予防には、フッ化物歯面塗布が有効と報

告されているが、象牙質に最適化された方法は確立されていない。本研究の目的は新規生体材

料であるバイオアパタイト（BioHap）に着目し、BioHap とフッ化物歯面塗布を併用した新規根面

齲蝕予防法を開発することである。また、新規予防法応用後の象牙質耐酸性を従来のフッ化物歯

面塗布法と比較評価することである。試料は牛歯象牙質とし、フッ化物応用なし（Control 群）、

APF 処理（APF 群）、BioHap＋APF 処理（BioHap 群）の 3 群にアシットチャレンジを実施した。

BioHap 群は APF 群と比較して実質欠損が有意に減少し、ビッカース硬さは有意に増加した（p < 
0.001）。コンタクトラジオグラフィーによる脱灰深度およびミネラル喪失量の測定では、すべての

群で BioHap 群が最も小さい値を示した（p < 0.05）。走査型電子顕微鏡の観察では Control 群
は象牙細管の拡大を認め、APF 群は生成物の沈着により象牙細管の一部閉鎖を認めた。

BioHap 群は生成物の沈着による象牙細管の閉鎖および表層に厚い被膜が観察された。本研究

で新規開発した BioHap 群は、象牙質の表層にアシッドチャレンジ後にも厚い被膜を維持でき、

APF 群よりも高い耐酸性を有することが明らかになった。厚い被膜の存在は物理的に酸が表層

および結晶内部に進入するのを防ぎ、BioHap の粒子径が小さくフッ化物との反応に優れた特性

が象牙質耐酸性の向上に寄与したと考えられる。新規生体材料である BioHap とフッ化物歯面塗

布を併用した本法は、根面齲蝕の新たな予防法として臨床応用が期待できる。 

 
【コメント】 
・新規根面齲蝕予防法は厚い被膜の生成により、APF 群よりも強い脱灰抑制効果を発揮した。 
・被膜を構成する物質の特定のために、Ｘ線回折による分析を行う予定である。 
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